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１．住宅産業（工業化住宅分野）業の概要（１）

２

躯体や外壁、建具・サッシ等、規格化した基本部材をあらか
じめ工場生産し、それらを施工現場に搬入の上、組み立て施
工する工業化住宅（戸建住宅及び低層集合住宅）の生産・建
設を主たる事業として行う。

このうち本計画では工場生産部分を対象とする。

事業概要と計画の対象

戸建住宅の例 低層集合住宅の例



１．住宅産業（工業化住宅分野）業の概要（２）

２
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１．住宅産業（工業化住宅分野）業の概要（３）

参考 スコープ３算定結果（2015年度）
スコープ  1 + 2 排出量
（ 1 .5％）

上流の輸送
（ 0 .9％）

事業から
発生する
廃棄物
（ 1 .2％）

スコープ  3 排出量（ 9 8 .5％）

その他（ 1 .5％）

販売した製品の
廃棄（ 5 .2% ）

購入した製品の
サービス（ 2 3 .0％）

販売した製品の
使用（ 6 6 .8％）

「販売した製品の使用」においては、新築住宅の使用期間を60年とした。



１．住宅産業（工業化住宅分野）業の概要（４）

２

住宅部会（戸建住宅、低層集合住宅を供給）２0社中、7社

旭化成ホームズ、積水化学、積水ハウス、大和ハウス、トヨタ
ホーム、パナソニックホームズ、ミサワホーム

※前年度より1社減

計画参加会社

業界全体の規模 業界団体の規模 計画参加規模 シェア

企業数 20社 同左 7社 35.0％

販売戸数 13.1万戸 同左

12.3万戸

94.4％

我が国全体の新設住宅
着工戸数

90.5万戸 13.6％

2019年度の計画参加規模



３

２．住宅産業（工業化住宅分野）「低炭素社会実行計画」概要

対 象：工場生産でのエネルギー消費に伴うCO2排出量

基準年：2010年
目標年：2020年
目 標：供給床面積あたり10％削減【原単位目標】

2010年10.38kg-CO2/㎡→2020年9.34kg-CO2/㎡
※電力の排出係数を0.350kg-CO2/kWhに固定

（2010年度のクレジット反映後係数）

2020年目標の概要



３．2019年度の取組実績（１）

４

実績調査方法
参加会社の全生産工場におけるエネルギー消費量をアン
ケート調査により集計

全38工場が対象

※計画参加企業のうち旭化成ホームズの5工場は含まず。当

該工場は、日本化学工業会による計画に参加しているため、
供給床面積、工場でのエネルギー消費量及びCO2排出量
算定から除外。



３．2019年度の取組実績（２）

４

2019年度実績

2010 2018 2019 基準
年比

生産活動量 万㎡ 1,039.3 946.5 885.7 85.2%
CO2排出原単位 kg-CO2/㎡ 10.38 10.93 11.14 107.4%
ｴﾈﾙｷﾞｰ消費
原単位

㍑/㎡
（原油） 6.24 6.48 6.62 106.1%

総CO2排出量 万t-CO2 10.78 10.35 9.87 91.5%
総ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量

万k㍑
（原油） 6.49 6.13 5.86 90.4%

電力消費量 億kWh 1.89 1.72 1.65 87.1%
※電力の排出係数は0.350kg-CO2/kWh（2010年度調整後排出係数）で一定



３．2019年度の取組実績（３）

４

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

1
9
9
0
年

度

1
9
9
7
年

度

1
9
9
8
年

度

1
9
9
9
年

度

2
0
0
0
年

度

2
0
0
1
年

度

2
0
0
2
年

度

2
0
0
3
年

度

2
0
0
4
年

度

2
0
0
5
年

度

2
0
0
6
年

度

2
0
0
7
年

度

2
0
0
8
年

度

2
0
0
9
年

度

2
0
1
0
年

度

2
0
1
1
年

度

2
0
1
2
年

度

2
0
1
3
年

度

2
0
1
4
年

度

2
0
1
5
年

度

2
0
1
6
年

度

2
0
1
7
年

度

2
0
1
8
年

度

2
0
1
9
年

度

2
0
2
0
年

度

2
0
2
0
年

度

2
0
3
0
年

度

実績 見通

し

目標水準

生
産

活
動

量
[万

㎡
]

生産活動量の推移

生産活動量[万㎡] 生産活動量見通し

自主行動計画 低炭素社会実行計画

実績のトレンド【生産活動量（供給床面積）】

1,039.3万㎡
想定 1,039.3万㎡（±0.0%）

実績 885.7万㎡（－14.8%）



３．2019年度の取組実績（４）

４
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エネルギー原単位[万kl/万㎡] エネルギー原単位見通し

自主行動計画 低炭素社会実行計画

実績のトレンド【エネルギー消費量・原単位】

6.24L/㎡
想定 5.68L/㎡（-9.0%）

実績 6.62L/㎡（6.1%）

6.49万L
想定 5.90万L（－9.0%）
実績 5.86万L（－9.6%）



３．2019年度の取組実績（５）

４

実績のトレンド【 CO2排出量・原単位】
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自主行動計画 低炭素社会実行計画

10.38kg-CO2/㎡
想定 9.44kg-CO2/㎡（-9.0%）

実績 11.14kg-CO2/㎡（7.4%）

10.78万t-CO2
想定 9.80万t-CO2（－9.0%）
実績 9.87万t-CO2（－8.5%）



３．2019年度の取組実績（６）

４

2019年度に実施した主な対策
○工程管理の徹底（エアー漏れ対策・不要照明の消灯など）

○生産効率の向上（生産速度・歩留まりの改善、生産ラインの統合な
ど）

○高効率設備の導入（LED照明、インバータによる制御など）
〇燃料転換（ボイラー・乾燥炉を灯油から都市ガスへ転換など）
○工場事務所の省エネ（冷暖房・照明等の運用管理徹底など）

2020年度以降の取組み予定
引き続き、工程管理、設備運転管理の高度化、生産プロセス・生産
方法の改善、エネルギー消費設備の効率的運用に向けた改善に取
り組む。

また、再生可能エネルギー由来の電気の積極的な導入を進める。



３．2019年度の取組実績（７）

４

現在の進捗率と今後の見通し
2019年：2010年を基準年とした10か年計画の9か年目

当初目標 削減率9.0％減 進捗率約90％
実 績 7.4％増 進捗率 -73.7％

供給床面積が前年度比6.4％減となったことや、ZEH等高性能商品

用生産ラインの増設（従来ラインと並行して稼働）などにより、生産効
率が悪化したため、CO2排出原単位が悪化した。

生産システムの省エネ化・低炭素化に取り組むとともに、生産体制
の改善に努め、目標達成を目指す。



４．低炭素製品・サービス等による他部門での貢献（１）

４

低炭素に資する住宅の供給（エコアクション2020）



４．低炭素製品・サービス等による他部門での貢献（２）

４

現在の進捗率と今後の見通し

ZEHに対応した高性能商品が主力

になりつつあり、専用の生産ライン
を増設するなどの対応を進めてい
る。

従来商品用の生産ラインも稼働し
ているため、全体として効率が悪化
したと考えられる。

一層の生産体制の改善、エネル
ギー管理、省エネ機器導入などに
努め、CO2排出原単位の改善に努
める。
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４．低炭素製品・サービス等による他部門での貢献（３）

４

新築戸建住宅の低炭素性能の推移

新築戸建住宅の居住段階におけるCO2排出量（kg-CO2/戸・年） ※120.8㎡の住宅を想定
プレハブ建築協会調べ（出典：プレハブ建築協会「エコアクション2020 2019年度実績報告」）



４．低炭素製品・サービス等による他部門での貢献（４）

４

新築低層集合住宅の低炭素性能の推移

新築低層集合住宅の居住段階におけるCO2排出量（kg-CO2/戸・年）※50.3㎡の住戸を想定
プレハブ建築協会調べ（出典：プレハブ建築協会「エコアクション2020 2019年度実績報告」）



４．低炭素製品・サービス等による他部門での貢献（５）

４
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当該年度に供給した

集合住宅による削減貢献量

当該年度に供給した

戸建住宅による削減貢献量

前年度までに供給した

住宅による削減貢献量

当該年度の工場生産

に伴う排出量

削減貢献量計

5.60万t

14.77万t

25.37万t

38.65万t

51.80万t

63.97万t

77.82万t

90.55万t

工場生産排出量

10.78万t 10.97万t 11.12万t 12.05万t 10.34万t 10.56万t 10.83万t 10.79万t

102.78万t

10.38万t 9.87万t

住宅の削減貢献量は、省エネ基準レベルの住宅と各年の会員供給住宅のCO2排出量の差に各年の供給戸数を乗じて得た値
電力の排出係数0.350kg-CO2/kWhとした場合
プレハブ建築協会調べ（出典：プレハブ建築協会「エコアクション2020 2019年度実績報告」より作成）

工場生産に伴うCO2排出量と供給住宅による累積削減貢献量



５．革新的な技術開発・導入

８



• 業務部門での取組

–目標：オフィスの床面積当りCO₂排出量（2020年度実
績）2010年度比15％削減

– 2019年度実績 2010年度比21.8％削減

• 運輸部門での取組

–目標：調達・現場配送輸送および副産物・廃棄物輸送に
伴う供給床面積当りCO2排出量（2020年度実績）
2010年度比10％削減

– 2019年度実績 2010年度比2.7％増

６．その他取組（１）

９



６．その他取組（２）

４

• 情報提供

エコアクション2020の推進と進捗状況の報告（毎年）

『エコアクション2020』（2012年～）

住宅のライフサイクルにわたる環境負荷の低減と良好な住環境
の形成を目的に、2020年を目標年に策定。

①低炭素社会の実現
②循環型社会の実現
③自然共生社会の実現
④有害化学物質の削減
⑤良好な地域環境と街並みの創出

住宅のライフサイクルCO2
居住時のCO2排出量が約7割を占める

（住宅の寿命30年の場合）
出典：CASBEE-戸建（新築）2014年版



６．その他取組（３）

４

エコアクション2020 2019年度実績



６．その他取組（４）

４



７．その他取組（５）

４

環境シンポジウムの開催
2005年より毎年開催。環境関連動向をテーマとした基調講演、エコアク
ション2020の進捗状況の報告のほか、各社の取り組み事例を報告。協
会会員企業、その他企業・官公庁、一般をあわせ、毎年200名程度の
参加。

2019年度環境シンポジウム（2020年1月開催）



７．その他取組（６）

10

個社による情報提供
①オーナーを対象とした情報提供の他、一般ユーザー向けに省エネ・
低炭素な暮らしを目指すメッセージや工夫の情報提供を実施

②各社のZEHなど低炭素商品に関する情報提供を実施。
③各社のCSRレポート等における低炭素社会への取組みの公開
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